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実験 では、錯体溶液 と トリプ トファン溶液 を混合 し、反応 終了後 に生成 した
N―fomylkynurenineをHPLCにより確認する方法を用いた。実験の結果、一重項酸素の生成
が認められた。
以上のように、ペルオキソバナジウム錯体の分解過程において、様々な活性酸素が生成
することが分かった。今後は、これら活性酸素種の生成量の定量を行 うことが必要である。
2.プロテインカルボニル法によるベルオキソバナジウム錯体の蛋白質酸化能の評価
プロテインカルボニル法とは、蛋白質のアミノ酸残基の一部が酸化されることによりで
きるカルボニル基をDNPHと反応させ、生成したヒドラゾンをLⅣスペクトルで測定し、^定
量化する方法である。蛋白質としてBSAを用いて錯体の酸化能を調べた結果、ペルオキ
ソバナジウム錯体の蛋白質酸化能は、他の系と比べてかなり高いことが分かった。(Fig.1)
今後は、この酸化能を有機合成に活かす方法等についても検討する予定である。
これらの研究は、山梨大学の松郷教授との共同研究として行われたものである。
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